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沖
縄
・
宜
野
湾
市
の
沖
縄
国
際
大

学
に
米
海
兵
隊
の
Ｃ
Ｈ
５
３
Ｄ
大
型

輸
送
ヘ
リ
が
墜
落
・
炎
上
し
た
事
故

で
、
八
月
十
八
日
、
日
本
共
産
党
国
会

議
員
団
は
事
故
へ
の
抗
議
と
米
軍
機

の
民
間
地
域
で
の
即
時
飛
行
停
止
、

普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
を
求
め

る
申
し
入
れ
を
外
務
省
、
防
衛
庁
、
内

閣
府
に
行
な
い
ま
し
た
。
赤
嶺
政
賢

衆
議
院
議
員
、
仁
比
聡
平
参
議
院
議

員
が
同
席
し
ま
し
た
。

　
以
下
、
申
し
入
れ
の
全
文
で
す
。

民
間
地
域
へ
の
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
墜
落

事
故
に
抗
議
し
、
米
軍
機
の
民
間
地
域
で
の

即
時
飛
行
停
止
と
普
天
間
基
地
の
無
条
件

撤
去
を
求
め
る
申
し
入
れ
　
　
　

 

八
月
十
三
日
、
午
後
二
時
十
五
分
ご
ろ
、
米
海

兵
隊
の
Ｃ
Ｈ
５
３
Ｄ
大
型
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、

沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
沖
縄
国
際
大
学
構
内
に
墜

落
す
る
と
い
う
重
大
事
故
が
発
生
し
た
。

　
目
撃
者
に
よ
る
と
、
米
軍
ヘ
リ
は
住
宅
地
上
空

で
尾
翼
が
落
下
し
て
、
操
縦
不
能
の
状
態
に
陥
り

胴
体
が
回
転
し
な
が
ら
、
大
学
本
館
の
側
壁
に
衝

突
し
墜
落
、
爆
発
炎
上
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
学
構
内
や
近
く
の
住
宅
密
集
地
に
は
、
墜
落
ヘ

リ
の
ロ
ー
タ
ー
や
破
片
が
広
範
囲
に
飛
び
散
り
、

オ
ー
ト
バ
イ
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
ド
ア
や
襖
を
貫

通
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
壊
さ
れ
る
な
ど
、
大
学
の
職
員
、

学
生
、
地
域
住
民
を
死
の
恐
怖
に
お
と
し
い
れ
た
。

今
回
の
事
故
は
、
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

普
天
間
基
地
と
米
軍
機
の
危
険
性
を
あ
ら
た
め

て
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

ま
た
、
事
故
現
場
と
周
辺
を
外
国
の
軍
隊
で
あ

る
米
兵
が
取
り
囲
み
封
鎖
し
、
わ
が
国
の
警
察
や

消
防
、
大
学
職
員
を
墜
落
現
場
・
大
学
本
館
に
自

由
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
な
ど
、
主
権
国
家
で
は
あ

り
え
な
い
異
常
な
状
況
が
事
故
発
生
か
ら
二
日

間
以
上
も
続
い
た
。

 

米
軍
ヘ
リ
部
隊
が
常
駐
し
て
い
る
普
天
間
基
地

は
、
市
街
地
の
真
ん
中
に
あ
り
、
住
民
を
巻
き
込

む
大
惨
事
が
起
こ
る
可
能
性
は
か
ね
て
か
ら
強
く

指
摘
さ
れ
、
日
米
両
国
政
府
も
「
も
っ
と
も
危
険

な
基
地
で
あ
る
」
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
普
天
間
基
地
配
備
の
Ｃ
Ｈ
５
３
型
、
Ｃ
Ｈ

４
６
型
の
ヘ
リ
は
こ
れ
ま
で
も
事
故
が
多
発
し
、
「老

朽
」
「
欠
陥
」
ヘ
リ
と
し
て
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
機
種
で

あ
る
。
し
か
る
に
政
府
は
、
住
宅
地
の
上
空
飛
行

中
止
と
普
天
間
基
地
の
早
期
返
還
を
求
め
る
宜

野
湾
市
当
局
や
市
民
・
県
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ

り
、
住
宅
地
上
空
で
の
訓
練
を
「
安
保
・
地
位
協

定
で
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
容
認
し
、
普
天
間
基

地
を
米
軍
に
提
供
し
続
け
、
危
険
を
住
民
に
お
し

つ
け
て
き
た
。
今
回
の
事
故
に
於
け
る
日
本
政
府

の
責
任
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
。

 

日
本
政
府
と
米
軍
は
、
事
故
が
起
こ
る
た
び
に
、

「
再
発
防
止
」
「
安
全
対
策
の
徹
底
」
を
強
調
す
る

が
、
そ
の
後
も
同
様
な
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
事
故
は
、
基
地
あ
る
限
り
、
米
軍
い
る

限
り
、
県
民
の
命
と
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を

如
実
に
し
め
し
て
い
る
。
県
民
に
危
険
を
強
い
る

普
天
間
基
地
は
、
名
護
市
辺
野
古
へ
の
「
移
設
・
新

設
」で
な
く
、
早
期
に
無
条
件
撤
去
す
べ
き
で
あ
る
。

 

日
本
共
産
党
は
、
民
間
地
域
へ
の
米
軍
ヘ
リ
墜
落

事
故
に
厳
し
く
抗
議
し
、
抜
本
的
解
決
の
た
め
に

米
軍
基
地
存
在
の
大
も
と
に
あ
る
日
米
安
保
条

約
の
廃
棄
を
求
め
る
と
と
も
に
、
次
の
こ
と
を
強

く
要
求
す
る
。

記

一
、
住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
に
、
全
県

下
の
民
間
地
上
空
で
の
米
軍
機
飛
行
を
即
時

停
止
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
市
街
地
の
真
ん
中
に
あ
り
、
危
険
性
が
高
い

普
天
間
基
地
の
飛
行
場
と
し
て
の
役
割
を
直

ち
に
停
止
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
事
故
原
因
の
徹
底
究
明
を
米
軍
で
は
な
く
日

本
の
主
導
で
行
う
こ
と
。

一
、
被
害
者
へ
の
完
全
補
償
を
図
る
こ
と
と
、
死
の

恐
怖
を
強
い
ら
れ
た
住
民
の
心
的
ケ
ア
ー
を
お

こ
な
う
こ
と
。

一
、
米
軍
に
特
権
を
与
え
て
い
る
日
米
地
位
協
定

を
主
権
国
家
に
ふ
さ
わ
し
く
改
定
す
る
こ
と
。

一
、
普
天
間
基
地
の
移
設
・
新
設
を
中
止
し
、
無

条
件
撤
去
に
向
け
て
直
ち
に
米
国
と
交
渉
を

や
り
直
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
〇
〇
四
年
八
月
十
八
日
　
　

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団

衆
院
議
員
　
赤
嶺  

政
賢

参
院
議
員
　
仁
比  

聡
平


